
　6月1日、株式会社 ぱど 様の社内に「四万十町東京オフィス」を開設しました。
　このオフィスでは、四万十町出身者に対し、町の情報をリアルタイムで発信することにより、町のさまざまな取り組みを知っ
ていただき、町出身者が故郷に帰りたいと思う意識を醸成するとともに、町出身者のコミュニティを形成し、首都圏におけ
る四万十町ファンの拡大に努めてまいります。
　また、四万十町外商推進の拠点施設として、首都圏のさまざまな店舗などに営業活動ができる環境を整備し、四万十
町の食材などの販路拡大を推進したいと考えております。
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介
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取
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。
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。
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す
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真
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介
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しまんと山楽部
（十川）
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く

▲㈱ぱど竹腰執行役員と握手する中尾町長▲四万十町東京オフィスオープニングセレモニーの様子

▲講演会の様子

▲質問する中学生

み
つ
は
し
た
か
じ
ょ

き
た

子
に
母
に
ま
し
ろ
き
花
の
夏
来
る
　
三
橋
鷹
女

自
然
の
中
で
子
ど
も
と
大
人
が

　
　
　
　
　
　
　触
発
し
合
お
う
！

　流
行
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き
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よ
っ
て
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れ
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す
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業
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す
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さ
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ら
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。
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そ
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テ
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そ
し
て
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。

　し
か
し
、
近
年
は
「
自
分
ら
し
さ
」
が
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直
さ
れ
、
流
行
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よ
り
似
合
う
色
を
求
め
る
人
が
多
い
そ
う
で
す
。
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７
月

中学生が「谷干城」
を学びました！

四万十町東京オフィスを開設しました

〔お問い合わせ先〕 にぎわい創出課　☎22-3281

窪川地区で一斉清掃
　６月３日、窪川地区一斉清掃を行いました。
　毎年、環境月間の６月に快適で住みやすい町づくりを目的として、排水路の土砂
の除去、道路沿いの草刈りなどを行っています。
　地域住民をはじめ、各建設業者、須崎土木事務所四万十町事務所、環境・雇
用創出協会にご協力いただき、清掃後は、道路沿いの草木やごみがきれいに取り除
かれ、観光シーズンを前に美しい街並みになりました。ご協力ありがとうございました。

　6 月１９日、窪川四万十会館において、町内の中学生を対象としたふるさと教育講
演会「谷干城に学ぶ」を開催し、教職員や一般の方を含め約 430 人が参加しました。
　この講演会は「志国高知 幕末維新博」関連の取り組みとして、町内の生徒に郷
土の偉人である谷干城について知ってもらうため開催されました。
　講師には高知城歴史博物館館長の渡部淳氏をお招きし、谷干城の生涯を通じて
谷干城から学ぶことなどをわかりやすく講演いただき、谷干城と歴史を学ぶ必要性に
ついて理解を深めました。

▲ここが山楽部の本部基地

▲いつの時代も木登りは定番

▲川の生き物も親子で参加

ikuvegeproject.blogspot.com/
《ブログ》

https://ja-jp.facebook.com/ikuvegeproject/
《facebook》

▲川でお母さんに絵本を読んでもらったり

▲蔓を使ってターザンごっこ

▲草花で絵の具を作ってお絵描き
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